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2002年度 基研研究会

｢軌道自由度を持つ強相関電子系の理論の進展｣
(研究会番号Y汀p-W-02-17)

(2003年2月4日受理)

日時:2002年 11月25日(月)-26日(火)

会場:京都大学基礎物理学研究所 湯川記念館 大講義室

世話人:今田正俊(東大物性研)､上田和夫(東大物性研)､川上則雄(阪大応物)､

常次宏一(京大基研)､永長直人(東大物工)

実験技術の進歩に刺激されて､強相関電子系における軌道自由度に関する理論的研究が

最近活発に行われている｡この問題についての理論研究の現状を明確にして将来像を探るこ

とを目的として基研研究会を開催した｡

強相関電子系においては軌道自由度はスピンや電荷と強く相互作用して､電荷秩序や磁

気秩序の形成に重要な役割を果たすと同時に､異なる自由度の混合によって新奇な秩序や

特異なダイナミックスが出現する可能性があることが認識され､この期待の下に活発な研究が

多くのグループで現在進行中である｡本研究会において議論された主なテーマとしては､バ

ナジウムスピネルにおける軌道揺らぎと重い電子的振る舞い､マンガン酸化物における軌道

整列とスピン秩序､軌道液体状態と量子効果､Ce化合物における多重極秩序､多バンド系

におけるバンド間のクーパー対遷移と超伝導､などであり､d電子系とf電子系の軌道自由度

に関係する多様な物性のさまざまな問題が2日間に渡って議論された｡講演数としてはd電子

系に関する研究についての発表の方が多かったが､f電子系に関しても､T｡=18.5K と高い転

移温度を持つ重い電子系超伝導体 pucoGa5や､基研研究会の直前に原研の会議で報告さ

れたPuRhGa5の超伝導などの最新のトピック､さらに従来から活発に研究されているU系､Ce

系や Pr系の問題が大きな話題をよんだ｡口頭講演の数は 19件で､その中の3件の理論のレ

ヴューと3件の実験のレヴューにおいてd電子系とf電子系の各々における軌道自由度に関す

る研究の現状がまとめて紹介され､一般講演において個別の問題が詳しく議論された｡また､

ポスター講演では理論と実験と合わせて22件の発表があり､ポスターセッションの時間のみな

らず､休憩時間にも活発な討論が繰り広げられた｡内容の詳細については､以下のプログラム

および報告書を参照されたい｡
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｢軌道自由度を持つ強相関電子系の理論の進展｣

ll/25(月)

プログラム

13:00-13:05 はじめに

13:05-13:50 ｢軌道とスピンの生み出す多様性｣

13:50-14:15 ｢ハバード模型における軌道縮退効果｣

14:35-15:00 ｢LiV204の重い電子的振舞いの理論｣

15:00-15:25 ｢バナジウムスピネルの軌道自由度｣

15:25-15:50 ｢ベリー位相と磁性超伝導体｣

15:50-16:15 "Thesp.nandorbita暮orderingsinCa2RuO.,LaVO3andYVO,:
First-princip一estudies"

16:40-17:25 ｢UGe2,CeRh2Si2.CeRhln5の量子睦界点現象｣

17:25-18:10 "PhysicsofMultipolarMomentsoff-Electrons"

ll/26(火)

09:00-09:45 ｢共鳴 X線散乱法による軌道秩序の研究｣

09:45-10:10 ｢遷移金属酸化物における軌道秩序､軌道揺らぎとその観測｣

10:1(ト10:55 ｢軌道秩序･相関･励起の光プローブ｣

ll:15-ll:40 ｢Ce系の多重極相互作用と電子秩序｣

11‥40-12‥05 ｢prOs.Sb,2の超伝導における4重極子ゆらぎ機構の可能性｣

ポスターセッション

14:00-14:45 ｢遷移金属酸化物の軌道の効果｣

14:45-15:10 ｢LaVO｡における軌道自由度による一次元的な異方性｣

15:10-15:35
｢ベロフスカイト型チタン酸化物における磁気一軌道状態:希土類
イオンの作る結晶場の効果｣

16:00-16:25 ｢アルカリ金属ドープC6｡における軌道自由度の役割｣
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研究会報告

16:25-16:50 rf電子系の超伝導:軌道自由度の役割｣

16:50-17:15 ｢多バンド系におけるフェルミ面間ネスティングによる超伝導｣

17:15-17:30 ｢将来の展望｣

ポスター講演

pol ｢マンガン酸化物における新しい磁気相｣

po2 ｢トリプレット超伝導 sr2RuO.の物理量(比熱･帯磁率)の計算｣

PO3 ｢NaTiSi,06およびMgTi20.における新規な相転移と軌道自由度｣

PO4 ｢金属秩序型ベロブスカイトMn 酸化物 FiBaMn206における相転 移と軌道
自由度｣

po5 ｢ルテニウム超伝導における異常なドップラー効果｣

PO6

PO7

｢硫化スピネル Culr2S.にお ける電荷整列現象とスピン二量 体化 の 同時
発現｣

｢sr2RuO.の D-ベクトル に 対するミクロ 理 論 - スピンー軌道相互 作 用 に

よる縮退の分 裂-｣

PO8 ′′MagneticgroundstateofapyrocHoreniobate〝

po9 ｢多重軌道電子系における指数定理と四色問題｣

p一o ｢多バンドハバード模型のモツト転移｣

pH ｢軌道自由度を持つ一次元ハバードモデルの電子状態｣

P12 ｢LaCoO｡における軌道波｣

P13 "TheoreticaIStudyofVortexPhaseDiagramofCeColn5"

P14 ｢超音波による正方晶 DyB2C2･HoB2C2の四重極子秩序の研究｣

P15 ｢軌道秩序系YTiO｡と軌道液体系 LaTiO3軌道波｣

p16 ｢強磁性チタン酸化物における軌道秩序と磁気相互作用｣

P17 ｢YbSbにおける4重極秩序｣

p18 ｢NMRを用いたTi酸化物の軌道秩序の研究｣

P19 ｢d-p模型の高温における電子状態｣

P20 ｢KCuF｡における軌道波｣

P21 "Extendedhighersymmetricgaplessphaseingeneralized1Dspin-orbital
model"

p22 ｢スピン梯子系の SU(4)対称点近傍に現れるスカラーカイラル秩序相｣
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